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１．研究計画の概要 
“食塩水滴からの水の蒸発に伴う食塩結晶
析出”を中心主題とした物質理解の為の新し
い探求型化学実験教材の開発・実践とその
Web 化を行う。上記主題の本質の理解には
種々の科学知識が必要である事を明示し，学
習者が自らの知識体系を探求的に構築でき
る新規実験教材を開発する。 
 

２．研究の進捗状況 
上記食塩析出過程は色々な因子（湿度・温

度・食塩水滴の表面積など）の影響を受ける。 
18年度の第一段階では，結晶析出に影響を

与える因子の制御法を開発した。装置は，系
を開放する事なく，スライドガラス上に食塩
水滴を滴下できるものとした。系内の湿度は，
加湿器およびシリカゲルを用いて制御する
ことに成功した。種々の濃度の食塩水 38µℓ

を，デジタルピペットを用いて洗浄済みのス
ライドガラス上に滴下した。このスライドガ
ラスの水滴が接触する円形部分以外を疎水
化することで，食塩水滴の表面積（厚み）の
制御に成功した。ヒーターとサーミスタを用
いて系の温度制御にも成功した。 
19年度の第二段階では，装置に改良を加え

ると共に，結晶析出・成長の動的過程に対し
て湿度並びに食塩水滴表面積が与える影響
をこの改良したシステムを用いて調べた。こ
こでは，溶液の過飽和度と結晶核析出数並び
に結晶成長速度との関係について考察した。
結晶析出数の時間変化については，湿度が低
ければ低いほど，また食塩水滴表面積が大き
ければ大きいほど，同時間での結晶析出数が

多くなる明確な傾向を観測した。これらの結
果を食塩水の過飽和度の点から考察した。一
方，結晶成長速度は，低湿度および大きな表
面積を持つ食塩水滴で低下する傾向が見ら
れた。これは，これらの条件下では，結晶核
が多数析出した結果，各々の結晶成長に必要
な塩化ナトリウムを次第に互いに奪い合う
ようになるためと推測された。 
20年度の第三段階では，主に，この現象の

探究に必要な基礎知識・周辺知識に関する以
下の演示実験教材を開発した。①質量保存則
に関する内容，②食塩の構成元素に関する内
容，③塩化ナトリウムの結合に関する内容，
④水分子の分極に関する内容，⑤原子の内部
構造に関する内容，⑥溶液の飽和の原因に関
する内容，⑦電磁波に関する内容，⑧再結晶
に関する内容である。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）本研究の主たる目的である「探求型
化学実験教材の開発」については当初の研究
計画の通り２０年度でほぼ完成している。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である２１年度では，作成した教
材の Web 化を行う。当初は，Web 化は外注
も考えていたが，配分された研究費の都合上，
可能な限り自作する計画である。また，ごく
一部，教材化が途中の演示実験もあるので，
その完成も行う。 
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